
家畜ふん堆肥は、⼟づくり機能が期待できる⼀⽅で、家畜排せつ物発⽣量の地
域的偏在や散布に要する労⼒等の問題から、利⽤量が減少傾向にあります。
本シンポジウムでは、家畜ふん堆肥を利⽤した⼟づくりに関する最新の知⾒や現
場での取組事例を紹介し、耕畜連携や広域流通を推進するための⼀助とします。

主催︓農林⽔産省・(⼀財)畜産環境整備機構

令和元年度 畜産環境シンポジウム

家畜ふん堆肥による⼟づくり
〜堆肥の⾼度利⽤による化学肥料削減技術の最前線〜
農研機構九州沖縄農業研究センター 畑⼟壌管理グループ⻑ 荒川 祐介 ⽒

輪作圃場の⼟づくりに向けた混合堆肥複合肥料の試験事例
福岡県農林業総合試験場 ⽣産環境部 専⾨研究員 ⻄尾 祐介 ⽒

堆肥の需要拡⼤を⽬指した混合堆肥複合肥料の開発
岡⼭県農林⽔産総合センター畜産研究所 専⾨研究員 ⽔⽊ 剛⽒

露地野菜の特別栽培における混合堆肥複合肥料の利⽤
農業法⼈ 株式会社平凡野菜 代表取締役 藤原 信良 ⽒

肥料取締制度の⾒直しについて
農林⽔産省消費・安全局農産安全管理課 課⻑補佐 野島 ⼣紀

パネリスト︓講演者４名 荒川⽒ ⻄尾⽒ ⽔⽊⽒ 藤原⽒
司会進⾏︓（⼀財）畜産環境整備機構 副理事⻑ 原⽥ 英男 ⽒

⽇ 時︓令和元年7⽉26⽇（⾦） 13時10分〜17時15分
会 場︓農林⽔産省 ７F 講堂

申込⽅法︓インターネット⼜はFAX（裏⾯）でお申込ができます。
詳しくは、農林⽔産省HPをご覧下さい。
URL︓http://www.maff.go.jp/j/press/seisan/c_sinko/190626.html

お問合せ︓農林⽔産省 ⽣産局 畜産部 畜産振興課 前⽥・⽂⽥ (TEL 03-6744-7189)
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